
埼玉県社協 坂本作成

１．目標 

  １年間の総合学習前期４８時間の福祉学習のうち、本時は生徒が学習の中で福祉に“触れる”「導入段階」となる。そこで、本時を各生徒の福祉観の同じと違いを共有し、様々な福祉の視点を考えるきっかけづくりの学習とする。そして、生徒それぞれの福祉の“気づき”を今後の継続学習で発展させていきたい。

２．本単元のねらい 

  福祉やボランティア活動は、相手があって成り立つものである。本単元では「ボランティア拒否宣言」というボランティアを受ける側の否定的感情を教材とすることで、「ボランティアって何のために行うのか」について生徒自ら考えるきっかけとする。そして、「相手の立場にたって物事を考え行動する大切さ」を共有したい。

３．プログラム内容 

《５時限目》

	時間
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容
	学習援助者
	◇準備品・◆留意点

	1:50～

(15分)
	①福祉って何だろう？

《講話》
	· 社協とボランティアセンターは何をしている所か自己紹介を兼ねて事例紹介

· 「ふだんのくらしのしあわせ＝福祉」というあたりまえのことを確認

· WHOの世界主要都市のﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ意識調査質問を生徒にしてみる
	県社協坂本
	◇黒（白）板

◇ワイヤレスマイク

◆坂本は高齢者疑似体験用具を装着して登場。手話で自己紹介をし生徒の関心を引きつける。

	2:05～

2:40

(35分)
	②ボランティアって何だろう？《ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ＆ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ》
	１．ロールプレイ実演（15分）
· 車椅子障害者２名（教師）と介助ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ役４名（生徒）が実演

· 会場後ろから壇上に介助しながら上がり、障害者役２名が「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拒否宣言」の朗読

２．ワークショップ（40分）

· 「Ｖ拒否宣言」の朗読を聞いて、生徒が小ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に考察ｼｰﾄを基に考えていく（「V受入れ宣言」に作り替える）

（1） 個人ワーク（10分）

（2） グループワーク（10分/30分）
	県社協坂本

市社協石田

代表教師・生徒

（助手ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）


	◇事前にﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ実演者決定

◇車椅子２台（市社協）

◇「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拒否宣言」資料を全生徒に配布（最初からでなくﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ開始時に配布）

◆実演者（特に朗読時の教師）は感情たっぷりに演技する

◆実演者が通るため、会場中心を空けておき、随所に段差をつくっておく（棒など）

◆実演時の車椅子介助方法についても坂本が事後助言する

◆生徒を事前に小ｸﾞﾙｰﾌﾟ分けしておいて、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開始時に会場広くｸﾞﾙｰﾌﾟで散らばる

◇「Ｖ拒否宣言」考察ｼｰﾄ配布


～休憩（2:40～2:50の10分間）。作業を続けたいｸﾞﾙｰﾌﾟは各自授業を継続可能～

《６時限目》

	時間
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容
	学習援助者
	◇準備品・◆留意点

	2:50～

(40分)
	（続き）

②ボランティアって何だろう？《ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ＆ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ》
	（続き）

（3） グループワーク（20/30分）

    →ﾒﾝﾊﾞｰの意見を集約し、各ｸﾞﾙｰﾌﾟとしての共通考察ｼｰﾄを完成させる

３．成果の発表（10分）

· 代表の数ｸﾞﾙｰﾌﾟから、ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ実演しながら「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入れ宣言」等を発表

４．まとめ（10分）

（１）「拒否宣言」を朗読実演者による「受入れ宣言（例）」の朗読実演

（２）坂本によるまとめ
	県社協坂本

市社協石田

代表教師・生徒

（助手ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）


	◆「拒否宣言」は、生徒に「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動ってかえって良くないこと」や「障害者って恐い存在」というマイナスの福祉観を助長するためでなく、生徒自身が「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱって何のために行うのか」を心を揺さ振られながら考えるきっかけづくりをするために取り上げる

	3:30～

(10分)
	③市内の福祉・ボランティアを知ろう！
	· 市社協職員による簡単な説明

（1） 市内の福祉の状況について

（2） 町社協ってこんなところ

（3） みなさんの学習のこんな点を応援します、  など
	市社協石田
	◇披露用貸出し体験備品のPR（高齢者ｸﾞｯｽﾞ、白杖、ｱｲﾏｽｸ 各１ｾｯﾄ）

◆生徒が今後市内の福祉学習を継続していく一助とする

◆生徒に市社協をPRする

	3:40～

3:45

(5分)
	④感想を記入
	本日の感想
	
	◇感想用紙を配布

◆回収した感想用紙とグループの考察シートを後日坂本まで送付願います


※ 時間が余れば、生徒から「福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」に関する質問をなんでも受けつけます。

４．他教科等との連結（教育課程内での総合的位置づけ） 

【国語】→「V拒否宣言」の読解力・想像力、「Ｖ受入れ宣言」として作り替える表現力。

【道徳】→「Ｖ拒否宣言」について考えることで……

1 人権感覚を養う

2 他者とのかかわりを考え、自分を見つめ直す

【社会】→福祉・ボランティアの状況を知る

【準備すること（もの）の分担】

■（事前打合わせ）当日1:00～1:30 中学にて

                        中学担当教諭、県社協、市社協、（協力ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）

 中学校 

（備品）

1 黒（白）板

2 ワイヤレスマイク

3 角材の棒（ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ実演で車椅子段差として使用）

（資料）

※全生徒分事前印刷願います（原稿は坂本が事前に送付）

①「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拒否宣言」ｼｰﾄ（１枚）

②「『ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拒否宣言』考察ｼｰﾄ」（１枚）

  （生徒人数分＋全ｸﾞﾙｰﾌﾟ数分（Ｂ４版に拡大））

③「感想用紙」（１枚）

  （回収後、県社協坂本まで送付願います）

（人材）

1 ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ実演者（車椅子障害者役２名（教師代表）、介助ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ約４名（生徒代表））

2 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ助手ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 若干名（保護者や学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの中で希望者がいれば。必須ではない）

3 全生徒を事前に小ｸﾞﾙｰﾌﾟ分けしておいてください

 （ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ時に自己紹介しなくても済むように、顔なじみの男女混合ｸﾞﾙｰﾌﾟ編成がよい）

  ＠６名程度×30ｸﾞﾙｰﾌﾟ程度

県社協 

1 資料原稿３種類（「Ｖ拒否宣言」「考察ｼｰﾄ」「感想用紙」原本：学校へ事前送付）

2 「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入れ宣言（例）」（実演者分を当日持参）

市社協 

1 車椅子２台

2 披露用体験備品各種１ｾｯﾄ（市社協PR用：高齢者ｸﾞｯｽﾞ、白杖、ｱｲﾏｽｸ）

3 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ助手ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ若干名（福祉教育Ｖ活動経験は不問。興味のあるＶ活動実践者がいれば。必須ではない）
この「宣言」の著者“花田えくぼさん”について想像してみましょう。
１．どんな人なのでしょうか？
※どんな障害を持ってるの？どんな性格なの？どんな生活をしているの？（施設or在宅？）どんなﾎﾞﾗﾝﾃｨｱをお願いしているの？など自由に想像してください。

２．この「宣言」を聞いてあなたはどう感じましたか？ また、えくぼさんはなぜこの「宣言」を書いたと思いますか？

３．あなたが地域でボランティア活動する時、どんなことが大切だと思いますか？
４．この拒否宣言を「ボランティア受入れ宣言」として、前向きな姿勢で書き直してみましょう！

1 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱこそ私の                                        

2 私はﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人達を                                               
3 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人達は私を                                               
4 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人達は私を                                               
5 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人達は                                                   
6 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人達は                                                   
7 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人達は                                                   
8 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人達は                                                   
9 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人達は                                                   
10 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの人達は                                                   

（県社会福祉協議会作成）

あなたがこの授業で感じたことを自由に記入してください。

～ご協力ありがとうございました～

吉川市立東中学校 ２学年175名「総合的学習（福祉）」


13～14時限目のプログラム（６月４日 ５～６校時 体育館）





「ボランティア拒否宣言」考察シート





６月4日「総合学習（福祉）」


感 想 用 紙














